
No.

781

広報まつど
●発行／松戸市●編集／広聴部広報課〒271松戸市根本387-5

●発行日 ／毎月５日・20日

七右衛門新田で。後方は新松戸のマンション群

水　緑　文化

5.2

0

1992 年(平成４年)

市役所の代表電話は　66-1111

おいしさも近代化

私
の
と
こ
ろ
は
畑
の
ほ
か
に
、

一
町
六
反
（
約
百
六
十
㌃
）
ほ
ど

の

田

ん
ぼ

を
や
っ
て

い

ま
す

。

品
種
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
す
。
昔

は
水
害
な
ど
で
三
年
に
一
ペ
ん

ぐ
ら
い
は
米
が
と
れ
ず
に
、
田

ん

ぼ
の
小

魚

を
売
っ

て
収

入

を

得

た
も

ん
で

す
。

松

戸
の

米

は
、
よ

そ
に

比
べ

て

も
、

と
っ

て

も
お

い
し

い
ん

で

す
よ

。

旭町　　　　　　　　

米 元 金 久 さん

健在！松戸米

４

月
の
終
わ
り

か
ら
今
月

初
め
に
か

け
て

、
今
年

も
市
内

で
田
植
え

を
す

る

光

景
が
見
ら
れ

ま
し

た
。

手

で
植
え

る
姿
は

、
こ

の
辺
り
で

は
、

も
う
見
掛
け

る
こ

と
は
あ
り

ま
せ
ん

。

機

械
が
瞬
く
間
に

、
整
然
と
四

列
に

苗

を

植
え
て
い
き

ま
す
。
周
囲
の

宅
地
化

と

と
も
に
、
農
業

も
確
実
に
近

代
化
し

て
い

る
の
で
す

。

市
内
の
水
稲
収
穫
面
積
は
、
約
一
万

五
千
㌃
で
、
農
地
の
約
一
五
％
を
占
め

て
い

ま
す
が
、
十
年

前
に
比

べ

る
と
、

三

割
ほ
ど

減
少
し
て
い

ま
す
。

水
田

の
多

く
は

、
こ
こ

七
右

衛
門
新

田

を
は
じ
め
、
古
ヶ

崎

・
主
水

新
田

・

矢

切
な
ど
、
や
は

り
江
戸
川
沿
い

に
集

中

し
て
い
ま
す

。

緑
の
田
ん

ぼ
が
、
秋
に
は
黄

金
色
に

輝

き
ま
す

。

こ

の
当
た
り

前
の

よ
う
な
風

景
が
、

私

た
ち
の
心
を

和
ら
げ
て

く
れ
ま
す

。



広報まつど(2)
第７８１号

眷の市民ぐるみでクリーンデー

み
ん
な
の
力
で
き
れ
い
な
街
を

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
江
戸
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
同
時
に
行
う
　

「

春
の

市

民
ぐ

る

み
で

ク
リ

ー

ン

デ

ー
」

を

、
５

月
3
1
日

に

行

い

ま

す

。

ゴ
ミ

ゼ
ロ

運

動
は

皆

さ
ん

の

周

り
の

公

園

・

道
路

を

、
江

戸

川

ク
リ

ー
ン

作

戦
は

河

川
敷

を

一

斉
に

清

掃
し

ま
す

。

き

れ
い

な

街

づ

く
り

に

、

た

く

さ

ん
の

皆
さ

ん
の

参
加

を

お

願

い

し
ま

す

。

環

境

美

化

運

動

「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
」

５

月
3
1日

を
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ

の
日

」
と
定
め
、
関
東
周
辺
の

一
都
九
県
が
同
一
歩
調
を
と
り

、

統
一
美
化
運
動
を
行
い

ま
す
。

時
間
・

午
前
中
の
一
時
間
程

度
清
掃
範
囲
…
町
会
内
の
公
園

な
ど
、
公
共
ス

ペ
ー
ス
や
道
路
、

家
の
周
辺

寮
家
庭
の

ご
み
は
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い

。
ご
み
は
「
燃
や

せ
る
ご
み
」「
燃
や
せ
な
い

ご

み
」「
資
源
ご
み
」
に
分
別
し

て

く
だ
さ
い
。

清
掃
第
一
課
業
務
係

江

戸

川

ク

リ

ー

ン

作

戦

河
川
美
化
月
間
の
一
環
と
し

て

、
江
戸
川
沿
岸
の

各
市
町
村

が
同
一
歩
調
を
と
り
、
河
川

敷

の

清
掃
を
行
い
ま
す
。

時
間
・
午
前
９
時
～
1
1
時

集

合
場

所

…
地
図

上
の

Ａ

～
Ｄ
地
点
　

清
掃
範
囲

・
栗
山
取
水
場
ときれいな街づくりは私たちの手で

松
戸
排
水
機
場
の
間
の
河
川
敷

清
掃
部
管
理
課
庶
務
係

※
雨
天
の
場
合
は
、
と
も
に
６

月
７
日

に
延
期
に
な
り
ま

す
。

６月期分を支給します

更新手続きもお忘れなく

児
童
手
当
６

月
期
分

（
２
月

～
５

月
分
）
を
指
定
預
金
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
の
で

、
６

月
1
0

曰

以
降
に
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い

。

対

象
・

①
現
況
届
を
期
間
内

に
提
出
し
、
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
②

平
成
３

年
６

月
以
降
、
新
規
に

認
定
さ
れ
た
人

児
童

手
当

の
申

請
は

お
済
み

で

し

ょ
う

か

児
童
手
当
は
、
一
人
目
の
子

供
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

要
件
…
①
平
成
３

年
１
月
２

日
以

降
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養

育
し
て
い
る
こ

と
②
保
護
者
の

前
年
の

収
入
が
、
制
限
額
未
満

で

あ
る
こ

と
（
下

表
）

支
給
額
…
月
額
五
千
円

申
請
し
た
翌
月
か
ら
受
け
ら

れ

ま

す

。

受
け
付
け
窓
口
…

援
護
課
・

市
民
課
・
各
支
所

児
童

手
当

現
況
届

（
更

新

手

続
き

）
を

お
忘

れ
な

く

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
供
た
ち
に
絵
本
を
贈
ろ

う
前
号
の
広
報
ま
つ
ど
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ノ
ー

ル
さ
ん
が
松
戸
市
を
訪
れ
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の

際
ヨ
ハ
ン
ナ
さ
ん
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
保
育
園
な
ど
へ
の
国

際
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で

は
絵
本
が

高
価
な
た
め

、
保
育
園
な
ど
で

備
え
に
く
く
、
図
書
館
も
有
料

と
の
こ
と
で

す
。

こ

れ
に
こ

た
え
て
、「
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
事
務
局
に
、

市
立
図
書
館
が
後
援
し
て
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
イ
ン

幼
児
向
け
絵
本
の
募
集
・

零

ド

ネ

シ

ア

に

絵

本

を

送

る

会

（
会

長

・
田

畑

智

枝

さ
ん

）
」
が

結

成
さ

れ

ま
し

た

。

幼
児
向
け
の
絵
本
を
集
め
て

英
訳
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
私
立

保
育
園
連
盟
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ノ

ー
ル

代

表

）
に

贈

り

、
同

連

盟

が
イ

ン

ド

ネ
シ

ア

語
に

翻

訳
し

て

、

保

育

園
や

孤

児
の

養

護

施

設

な

ど
に

配

布

す

る

計
画

で

す

。

７

月
末

ま

で

絵

本
の

寄

贈

を

受

け
付

け

、

８

月

中
に

第

一
便

を

送

る
予

定
で

す

。

市

民
の

皆

さ
ん

の

ご
協

力
を

お
願

い

し

ま

す

。

絵本寄贈などの受け付け

3０ 2肺 27伽 26叺） 5/22c 期日

図書

館
本
館、

明、

棯
台
の

各分

館

小金

原、

小
金、

馬橋

東、

ハ
ケ
畸

の各

分
館

常盤

平、

五
香、

六
実、

松
飛
台
の

各分

館

東
部、

二
十
世
紀

が
丘、

矢
切、

八
柱

の
各
分
館

新
松

戸、

古
ケ
畸、

馬
橋、

小
金
北
の

各
分
館

会

揚

午前10 時 ～正午 時間

歳
～
五
歳
く
ら
い

を
対
象
と
し

た
絵
本
。
な
る
べ
く
文
字
の
少

な
い

絵
本
を
希
望
し
ま
す
。
汚

れ
や
傷
み
の
ひ

ど
い
本
、
漫
画

本
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

会
員
募
集
：
永

ラ
ン
テ

ィ
ア

と
し
て
、
絵
本
の
集
荷
・
修
理
・

発
送
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
人

英
訳
ま
た
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア

イ ン ド ネシ ア に 絵 本を 送 る会

会長田畑智枝さん

当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
毎
年
６
月
１

日
で
の
状
況

を
記
入

す
る
も
の

で

、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ

の
届

け
の

提
出

が
な
い

と

、
６

月
分
以
降
の

手
当

が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
受
給
し
て
い
る

人
に
は
、
書
類
を
送
り
ま
す
。

受
け
付
け
窓
口
・

援
護
課
・

各
支
所
援
護
課
援
護
係

児童手当所得制限額表平成４年度

国民年金に加入の人

または年金未加入の人
厚生年金などに加入の人

扶養
人数
所得控除後の金額 扶養

人数
所得控除後の金額

０人 1,556,000円 O人 3,710,000円

１人 1.856,000円 1人 4,010,000円

２人 2.156.000円 2人 4,310,000円

以下１人増すごとに300,000円 を加算

語

訳
を

し
て

く
だ

さ

る

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

も

募

集
し

ま

す

。

賛

助

金

…

郵

送
費

に

充
て

る

た
め

、
会

の
趣

旨
に

賛

同

す
る

人

の

賛

助

金
を

募

集
し

ま

す
。

(
財
)
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
（
新
松
戸
南
ニ
-
ニ
）
　
4
4
-

3
0
3
7

番

ヨ
ハ
ン
ナ
・
ノ
ー
ル
さ
ん

と

の
交

流
か

ら
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

の

現
状

を
知

り
、

絵
本

を

贈
り

た
い
と

思
い

立

ち
ま

し

た
。

皆

さ
ん
の

力

を
集

め
て

、

一
冊

で

も
多

く
の
絵

本

を
贈

り
た

い
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

こ

の
活

動

を
、

長

く
続
け
て

い

き

た
い

と
考
え

て
い

ま

す
。

６
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
４

年
松
戸
市
議
会
６
月

定
例
会
は
、
６
月
９
日
～
1
9日

ま
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

請
願
・
陳
情
は
、
６

月
４

日

午
後
５

時
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

。

※
傍
聴
の
際
は
日

程
を
あ
ら
か

じ
め
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

市
議
会
事
務
局
議
事
課

お
め

で
と

う
結
婚

五
十

周
年

金
婚

央
婦

に
お

祝

い
品
贈
呈

対

象
昭

和
1
7
年
９

月
１
日

～
1
8年
８
月
3
1日
の

間
に
婚
姻

し
、
夫
婦
と
も
に
健
在
の
市
内

在
住
の
人

。

※
本
人
か
ら
の
申
請
で
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
知
り
合
い
で
該

当
す
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

。

６
月
1
9
日
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
夫
婦
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
結
婚
年
月
日
・
町
会

名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市

本
町
一
四
-
二
松
戸
第
一
生
命

ビ
ル
内
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
6
8
-
0
5
0
3
番
）
へ

障
害

者
の

皆
さ

ん
へ

結
婚

祝
金
制
度

が

あ
り
ま

す

市
内
在
住
で

、
身
体
障
害
者

手
帳
の

交
付
を
受
け
た
人
が
結

婚
を
し
た
場
合
、
祝
い
金
を
差

し
上

げ
ま
す
。

金
額
上
級
～
四
級
＝
二
万

円
、
五
級
＝

一
万
円
、
六
級
＝

五
千
円
県
と
県
福
祉
協
会
か
ら
も
結

婚
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

す
。

し
あ
わ
せ
課
給
付
係

下

水
道

使
用

料

徴
収
事

務

を

委

託委
託
区
域
県
営
水
道
給
水
区

域
内
の
下
水
道
処
理
区
域
　

受

託
者
千
葉
市
中
央
区

富
士
見
二

丁
目

十
五
番
一
号
第
一
環
境
株

式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
・
丹

澤
利
晃
　

委
託
期
間
４

月
１
日

～
５

年
３

月
3
1日

下
水
道
部
施
設
課
管
理
係

自
転

車
等

移
送

保
管

料
徴

収

事

務

を
委

託

委

託
場

所
自

転
車

保

管
所

受
託
者
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

兜
町
一
八
-
五
都
市
環
境
整
備

株
式
会
社
代
表
取
締
役
・
武
田

俊
春
　
委
託
期
間
４
月
１
日

～
５

年
３
月
3
1日

安
全
課
安
全
係

健
康

増

進
セ

ン
タ

ー
使
用

料

徴

収
事
務

を
委

託

受
託
者
松
戸
市
根
本
三
八
七

-
五
(
財
)
松
戸
市
施
設
管
理
公
社

理
事
長
・
佐
藤
實
　

委
託
期
間

４
月
１

日
～
５

年
３

月
3
1日

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
6
5
-

5
5
8
8

番

1
9
1
7
1
6

1
5
1
2
1
1
1
0
９ 期
日

本

会

議

常
任
委
員
会

本

会

議

招
集
日
・
本
会
議

会

議

予

定

議
案
等
の
議
決

議
案
等
の
審
査

一
般
質
問

議
案
説
明

主

な

内

容



1992 年(平成４年)５月２０日(3)広報まつ

ど

ご
み
減
量
・
再
資
源
化
を
目
指
し
て

5
8団
体
に
奨
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た

市

内

で

ご
み

減
量

化

・
再

資

源
化

に

つ

な

が
る

活

動

を
行

っ

て

い

る

団

体
の

う

ち

、

特
に

顕

著
な

実

績
の

あ
っ

た

団

体
に

対

し

て

奨

励

金

を

贈
る

制

度

が

平

成
３

年

度
か

ら

始

ま

り
ま

し

た

。こ

れ

は

、

ご
み

減

量
化

・
再

資
源

化

の

活
動

の

推

進
と

拡

大

を
図

ろ

う

と
い

う

も
の

で

、
そ

の

第
一

回

（
平

成

３

年

度

実
績

分

）
の

交

付

式

が
、
４

月
2
2
日

市

役
所

で

行

わ

れ
ま

し
た

。

あ

ら

か

じ
め

リ

サ

イ

ク
ル

団

体
と

し

て

登

録
し

て
い

た
だ

い

た

団
体
（
下

表
の

二

百

団

体
）
か

ら
五

十

八

団

体

を
選

考
し

、
賞

重さをチェック、はかって料理

「計量のつどい」を開催

状
と
奨
励
金
五
万
円
か
渡
さ
れ

ま
し
た
。

町
会
・
子
供
会
・
老
人
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
団

体
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
て

、
そ
の
総
回
収

量
は
三
千
八
百
八
十
二
㌧
(
下

図
）
に

も
上
っ
て
い
ま
す
。

日

ご
ろ
の
こ

う
し
た
活
動
の

積
み
重
ね
が
、
ご
み
減
量
・
再

資
源
化
に
つ

な
か
っ
て
い

き
ま

す
。今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
を
減
ら

す
課

種類別活動団体

団 体 種 類 団 体 数

町会

子供会育 成会

老人会

PTA

消費者

福祉施 設

６０

９３

６

３６ ４

１

合　　 計 ２００

日

時
…
６
月
５
日
應
午
前
1
0

時
～
午
後
２
時

会
場
・

市
民
会
館
料
理
教
室

内
容
・

め
か
た
売
り
商
品
の

正
量
検
査
と
料
理
教
室

費
用
…
無
料

定
員
・

四
十
人
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は

抽
選
）

５
月
2
9
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八

七
-
五
松
戸
市
役
所
消
費
生

活
課
計
量
係
へ

品目別の回収量

(平成３年５月～12月)

今回表彰 を受け た

栄町四丁目町会長

秋山淳子さん

町
会
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
始
め
て

か
ら
、
も
う
二
十
年
以
上

も
た
ち
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
で
賞
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
町
会
の
役
員
さ
ん
や
、
町
会
内
の

皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
の
お
か
け

だ
と
思
い
ま
す
。

こ

れ
か
ら
も
、
着
実
に
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
ご
み
減
量

化
に
も
心
掛
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で

す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
擁
護
し

、
見
守

る

、
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
見

張
り
役
で

す
。

市
内
に
は

、
左
表
の
と
お
り

九
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

人

権

相

談

特
設
相
談
…
日
時
・
会
場
＝

市

役
所
本
庁
（
第
一
～
第
四
金

料理教室にも笑顔かあふれます（昨年のつどいから）

氏 名 住 所 電 話

島村 芳子 仲井町2 -128 62-5286

有坂 星子 金ケ作306 87-5055

和田 康男 松戸新田18-4 62-7853

永井 修洋 松戸1900 62-2904

谷口 充徳 中金杉2-20 42-7925

平根 孝男 大谷口319-6 42-1488

高橋むつき 上本郷2334-6 67-1404

鈴木 一夫 二ツ木144-2 41-0192

瀧田 泰子 上本郷3730 62-2683

曜

日

）
、
小

金

市

民

セ

ン

タ

ー

（
第

一
火

曜

日
）
、
常

盤
平

支

所

（
第

一
水

曜

日
）
、
小

金
原

市

民

セ

ン

タ

ー
（
第

一
木

曜
日

）
。

い

ず

れ

も

午

前
1
0
時

～

午
後
３

時

法

務

局
松

戸

支

局
の

相

談
・

土
・
日

曜

日

、

祝

日

を

除

く

毎

日

、

午

前
９

時

～

午

後
５

時

援

護

課
庶

務

係

商
売
・
証
明
用
は
必

ず
受
検

し
て

く
だ
さ
い
。
冢
庭
用
は
か

り
は
無
料
で
検
査
し
ま
す
。

時
間
…
各
会
場
と

も
午
前
1
0

時
～
正

午
と
午
後
１

時
～
３

時

持
参
す
る
も
の
・

は
か
り
・

申
請
書
・
手
数
料

消
費
生
活
課
計
量

係

2
9
2
8
2
2

2
1
７
／
2
0
９ ２

６
／
１

検
査
日

松
ケ

丘
小
学
校

上

本
郷
第
二

小
学
校

常
盤
平
第
三

小
学
校

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

別
館

稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

矢
切
支
所

総
合
福
祉
会
館

会

場

あ
な

た
の

健

康

⑩

高
齢
化
時
代
の
大
き
な
問
題
の
一
つ

に

痴
呆
（
ち
ほ
う
）
、
ぼ
け
が
あ
り
ま
す
。

年
を
と
る
に
従
っ
て

物
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
と
か

、
記
憶
力
が
悪
く
な
っ
た
と

か
よ
く
言
い
ま
す
が
、
こ
の
状
態
は
忘
れ

っ
ぽ
く
な
っ
た
と
考
え

れ
ば
よ
い
の
で

あ

っ
て

、
自
分
で

も
十
分

自
覚
し
て
い
る
は

ず
で

す
。

こ

れ
は
生
理
的
な
変
化
で
あ
っ
て

、
医

学
的
に
は
痴
呆
と
は
言
い
ま
せ

ん
。

痴
呆
と
は
病
的
な
ぼ
け
で
、
脳
に
何
か

訶
変
が
起
こ

っ
て

、
そ
の
た
め
に

ぼ
け
の
症
状
が
起
こ

る
状
態
で

す
。

大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す

が
、
一
つ
は
脳
血
管
性
痴
呆
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
加
齢
と
共
に
脳

血
管
の
動
脈
硬
化
を
中
心
と
す
る

血
管
の
障
害
に
よ
る
病
気
で
す
。

も
う
一
つ
は
変
性
疾
患
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
脳
の
神
経
細
胞
が

変
性
脱
落
し
て
数
が
急
激
に
減
り
、

脳
が
委
縮
す
る
病
気
で
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ

ー
病
、
ピ
ッ

ク
病
、
老
年

痴
呆
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
、
特
徴
と

し
て
は

①
徐
々
に
発
病
す
る
②
発

病
し

た
後
の
、
ぼ
け
の
進
行
が
速

い
③
異
常
な
行
動
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
人
格
の
崩
れ
ま
で
に
至
る

な
ど
で

す
。

人
の
話
を
全
部
理
解
で
き
な
く
な
る
、
日

常
生
活
で
の
判
断
が
で
き
な
く
な
る
、
大

柄
が
変
わ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と

、
一
人
で

は
生
活
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

診

断

と

治

療

痴
呆
の
疑
い
の
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
専

門
医
の
と
こ
ろ
で
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

痴
呆
の
ス
ク
リ
ー
ン
グ
テ
ス
ト
に
よ
る
　
　

診
断
の
ほ
か
に
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

に
よ
る
画
像
診
断
で
、
そ
の
病
気
の

老年期の痴呆（ぼけ)

症
　

状

①
意
識
障
害
・

新
し
い
こ

と
が
覚
え
に
く

く
な
っ
た
り
、
今
食
事
し
た
こ
と
も
忘

れ
て
し
ま
う
よ
う
に
物
忘
れ
が
激
し

く

な
り
ま
す
。

②
見
当
識
障
害
…
よ
く
知
っ
て
い
る
場

所
、
年
月
日
、
季
節
、
朝
昼
晩
の
区
別
、

家
族
や
親
し
い
人
の
名
前
や
顔
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
り
、
徘
徊
（
は
い
か
い
）

失
禁
、
妄
想
な
ど
も
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か

、
簡
単
な
計
算

が
で
き
な

く
な
る
。
常
識
的
な
知
識
が
な
く
な
る

原
因

が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
脳

波
を
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
解
析
す
る
新

し
い
方
法
が
開
発
さ
れ
、
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

治
療
と
し
て
は
、
初
期
は
脳
の
血

管
を

広
げ
て

血
流
を

良
く

す
る

薬

や
、
脳
代
謝
活

性
剤
な
ど
が
進
行
を

く
い
止
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

予
　

防

西
欧
諸
国
に
多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
痴
呆
は

、
そ
の
原
因

が
は
っ
き

り
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん

。
従
っ
て

予

防
が
難
し
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

’
し
か
し
我

が
国
に
多
い
脳
血
管
性

痴
呆
は
、
脳
血
管
障
害
が
引
き
金
に

な
る
の
で

す
か
ら
、
そ
れ
を
起
こ

す

高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
痛
風
な
ど
の

成
人
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
、
ひ
い
て

は
痴

呆
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
若
い
こ

ろ
か
ら
の
健
康
管

理
が
何
よ
り
も
大
切
な
わ
け
で

す
。
そ
の
ほ

か
音
楽
、
絵
画
、
俳
句
、
園
芸
な
ど
多
く
の

趣
味
を
持
ち
、
円
滑
な
人
間
関
係
を
保
ち
仲

間
の
輪
の
中
に
入
り
、
運
動
を
し
た
り
会
話

を
楽
し
ん
で

大
い
に
笑
う
こ
と
な
ど
、
高
度

な
精
神
活
動
も
大
事
で
す
。

さ
ら
に
ま
た
、
専
門
的
指
導
者
の
活
躍

も

望
ま
れ
ま
す
。
　
　
　
　
（
松
戸
市
医
師
会
）

正しいはかりを使いましょう

計量器定期検査を実施します

人権擁護委員
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松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
て
五
年
目
、
相
談
件
数
は
増
加

の
傾
向
で
す
。
平
成
３
年
度
は
六
百
五

十
二
件
で
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

相
談
の
中
で
多
い
の
は
、
悪
徳
商
法

に
関
す
る
も
の
で
、
社
会
経
験
の
少
な

い
若
者
や
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
事
例
が

増
え
て
い
ま
す
。

法
の
網
を
く
ぐ
っ
て
次
々
と
新
し
い

手
口
を
考
え
出
す
悪
徳
商
法
の
セ
ー
ル

ス
マ
ン
は
、
巧
妙
な
話
術
で
あ
な
た
に

近
づ
い
て
き
ま
す
。
口
車
に
乗
っ
て
、

気
が
付
い
た
ら
大
損
害
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う
。

今
回
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
た
相
談
の
中
か
ら
、
い

く
つ
か

代
表
的
な
手
口
を
紹
介
し
ま
す
。

私だけはだいじようぶ？

悪徳商法のこんな手口

「
抽
選
に
当
た
り
ま
し
た
」

と
か

「
千
人
中
の

一
人
に
選
ば

れ
ま
し
た
」「
特
別
に
安
く
海
外

旅
行
に
行
け
ま

す
」
な
ど
、
突

然
電
話
で
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
営
業
所

な

ど
に

呼

び

出

さ

れ
、
思
い
も
よ
ら
な

い

商
品
を
買
わ
さ
れ

た
り
し
ま
す
。

事
前
に
約
束
を
と

る
こ
と
か
ら
ア

ポ
イ

ン
ト
メ
ン
ト

商
法
と

い

わ
れ
て
い
ま
す
。

に

、
い

つ

の

ま
に

か

強

引

に

英

語

教

材
の

契

約

を

さ
せ

ら

れ
て

し
ま

い

ま

し

た

。

予
防

策
・

応

募

も
し
て

い

な

い

の

に

当

た

っ
た

り

、

選

ば
れ

アポイントメント

商 法

二

十

歳

学
生
（
男

性
）
の

相

談

…
海

外

旅

行
へ

安

く

行
け

る

話

が
あ

る

と

、
電

話

で

呼

び
出

さ

れ
ま

し

た

。

旅

行
の

話
の

は

ず

だ

っ
た

の

た
り
す
る
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。

電
話
の
段
階
で

相
手
の
目
的
が
何
な

の
か

を
は
っ
き
り
さ

せ

る
こ
と
が
大
切
で

す
。

Ｓ
Ｆ
と
は
「
新
製
品
普
及
会
」

の
略
称
で
す
。

街
頭
な
ど
で

安
価
な
雑
貨
な

ど
を
無
料
で

配
り

、
商
品
の
説

明
会
の
会
場
へ
と
誘
い
込
み

ま

そ
こ

で

も

さ
ら

に

無

料
で

品

物

を
配

り

巧

み

な

話

術
で

客

を

興

奮
状

態
に

陥
れ

、

最

後
に

目

的
の

高

額

な

商
品

を

売
り

つ

け

て

き

ま

す

。

七

十
六
歳

無
職
（
女

性

）

の

相

談

…
無

料

ＳＦ商法

(催眠商法)

で
品
物
が
も
ら
え
る
う
え
に
、

と
て

も
楽
し
い
か
ら
と
友
人
に

誘
わ
れ
、
新
製
品
紹
介
販
売
の

会
場
へ
行
っ
た
と
こ
ろ

、
つ
い

「
無

料
で

手

相
を

見

ま
し

ょ

う
」

な

ど

と

近
付

い
て

き
て

、

「
祖
先
の

霊

が
た

た
っ
て

い

る
」

「

水
子

の

供

養

が
必

要

だ
」

な

ど

、
心

理

的

な
不

安

に

陥

れ
ま

す

。
そ

し
て

、

高
額

な

仏

具
や

印
鑑

、
つ

ぼ
、
多

宝
塔

、

高

麗
二

ン

ジ

ン

な

ど
を

売

り
込

み

ま

す

。

談
・

セ

ー
ル

ス

マ

ン

が

『
手

相

を

見

ま
す
』
と
訪

ね
て

き

ま
し

た

。

そ

し
て

「
悪

い

相

が

出
て

い

る

か

ら

、

家
族

の

災

難

除
け

に

は

印

鑑

が
必

要

だ

」
と

し

つ
こ

く

せ

ま

っ
て

き

て

、

高

額
な

印

鑑

購
入

の

契

約

霊
感
商
法

ま
た
最
近
で
は
占
い
や
お
は

ら
い
の
代
金
と
称
し
て

、
百
万

円
を
超
え
る
請
求
を
さ
れ
た
と

い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

二
十
八
歳
主
婦
（
女
性
）
の
相

高
額

の

羽

毛
ふ

と

ん

の

購

入

契

約
を

し

て

し

ま

い

ま
し

た

。

予

防

策
・

無

料
で

物

を
配

る
な

ど

、

う

ま

い

話
に

は

必

ず

裏

が
あ
る
も
の
。
必
要
の
な
い

安

価
な
品
物
に
、
惑
わ
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

街
頭
で
ア
ン
ケ

ー
ト

な
ど
を

装
っ
て

近
付
き

、
そ
の

場
や
営

業
所
な
ど
で

、
化
粧
品
、
映
画

観
賞
券
な
ど
を
販
売
し
た
り
、

タ
レ
ン
ト

養
成
教
室
、
モ

デ
ル

講
座
な
ど
に
入

会
さ
せ
た
り
す

る
商
法
で

す
。

利
用
価
値
の
少

を
さ
せ
ら
れ
て

し

ま

い

ま

し

た
。

予
防
策
・

「
無
料
で
手
相
を

見
ま
す
」「
無
料
で
姓
名
判
断
を

し
ま
す
」「
た
だ
で
印
相
を
見
ま

す
」
と
き
た
ら
怪
し
い
、
注
意

し
て

く
だ
さ
い

。

て

タ
レ
ン
ト
に

な
ら
な
い

か
と

声
を
掛
け
ら
れ
て

、
事
務
所
に

連
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

早
口
で

ま
く
し
た
て

ら
れ
、

考
え
る
余
裕
が
な
く
、
高
額
な

キ
ャ
ッ
チ

セ

ー
ル
ス

な

い

も
の

で

あ

っ

た
り

、

高

額

で

内

容
の

は

っ

き

り
し

な
い

契

約

だ

っ
た

り
し

ま

す
。

十
八

歳

会

社

員
（
女

性

）
の

相

談
・

オ

ー
デ

ィ

シ

ョ
ン

を

受
け

入

会

金
と

レ

ッ

ス

ン

料
の

契
約

を

さ
せ

ら

れ
て

し

ま
い

ま

し

た

。

予
防
策
・

声
を
か
け
ら
れ
て

も
安
易
に
こ
た
え
る
の
は
禁
物
。

セ

ー
ル
ス
マ
ン
の
下
心
に
は
ご

用
心
。

役
所
や
公
的
機
関
を
か
た
っ

た
り
、
公

的
機
関
と
似
た
名
称

と

紛
ら

わ
し

い

服
装
や

言
動

で
、
商
品
を
売
り
つ
け
ま
す
。

最
近
で
は
税
務
署

と
の
関
係
を
に
お
わ

せ
、
自
営
業
者
に
書

籍
を
売
り
つ
け
る
例
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

二
五
歳
主
婦

（
女
性
）

の
相

談
・

「
産
後
の
健
康
相
談

に

来
ま
し
た
」
と
、
ま

かたり商法

る
で

保
健
所
か
ら
指
導
に
来
た

よ

う
な
口
ぶ
り
に
す
っ
か
り
だ

ま

さ
れ
て
、
多
額
の
産
制
具
を

買
わ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

予
防
策
…
以

前
は
「
消
火
器
」

羽
毛
ぶ
と
ん
・
浄
水
器
・
フ

ァ
ク
ス
・
自
動
車
用
品
な
ど
を

売
り
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
同

時
に
会
員
に
な
る
こ
と
を
勧
め

て

き
ま
す
。
そ
し
て
新
た
な
購

入
者
を
勧
誘
す
れ
ば
、
マ

ー
ジ

ン
を
出
す
と
い
う
方
法

で

す
。

会
員
（
新
た
な
購

入
者
）
を
増
や
せ
ば

増
や
す
ほ

ど
、
組
織

内
で

の
地
位

が
上
が

り
収
入
も
増
え
る
と

誘
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
勧
誘
に
も
限
度
が

「
あ

や

し

い

な
」

と
思
っ
た
ら
そ
の
場

で
関
係
機
関
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

二
十
一
歳
会
社
員
（
女
性
）

の

親
か
ら
の

相
談
・

娘
が
自
動

車
用
品
を
販
売
す
る
組
織
の
会

員
に
な
り
、
多
額
の
商
品
を
購

入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
上
位

マルチ(まがい)

商法

あ
り
、
友
人
知
人
を
無
理
に
誘

う
結
果
、
人
間
関
係
が
壊
れ
る

だ
け
で
な
く
、
本
人

が
悪
徳
商

法
の
加
害
者
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん

。

の

会

員
に

な
り

た

い

と

、
夢

中
に

な

っ
て

友
人

知

人

を
勧

誘

し

て

い

ま

す

。

加
害

者

に

な

る

前
に

、
な

ん

と

か

や
め

さ

せ

た
い

の
で

す

が

。

予

防
策
・

世

の

中

に

は

、
そ

ん

な

に

う

ま
い

話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う

か
る
の
は
頂
点
に
い
る
一
部
の

人
た
ち
だ
け
だ
と
、
知
る
こ
と

で

す
。

ご
利
用

く
だ

さ

い

松
戸
パ

ー
ト

バ

ン
ク

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
求
人
・

求

職
を
あ
っ
せ

ん
す
る
「
松
戸
パ

ー
ト
バ
ン
ク
」
は

、
国
の

機
関

で

す
。
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
を
導

入
し
、
幅
広
い
就
職
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

場
所
松
戸
駅
西
口
松
戸

ビ
ル

ヂ
ン
グ
九
階

※
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
求
人
　

情
報
　
6
3
-
8
1
0
1
番
）

松
戸
パ
ー
ト
バ
ン
ク
　
6
7
-

8
8
0
0

番

学
卒

求
人

説
明
会

５
月
2
6日

午
後
２

時
～
４

時
　
会
場

市
民
劇
場

松
戸
公
共
職
業
安
定
所
求
人

企
画
部
門
　
4
8
-
6
1
0
0
内

線
4
0番

５
月
は
特
別
土
地
保
育
税
（
保
有
分
）
の

申
告
納
付
月
で
す

対
象
①
昭
和
4
4
年
１
月
１
日

以
後
に
取
得
し
た
土
地
を
、
平

成
４
年
１
月
１
現
在
、
市
内
に

合
計
五
千
平
方
㍍
以
上
所
有
し

て
い
て
、
住
宅
を
建
て
る
な
ど

の
有
効
利
用
を
せ
ず
に
保
有
し

て
い
る
個
人
お
よ
び
法
人
②
昭

和
6
1
年
１
月
１
日
以
後
に
取
得

し
た
土
地
を
、
平
成
４
年
１
月

１
日
現
在
、
市
内
に
合
計
千
平

方
㍍
以
上
所
有
し
て
い
て
、
住

宅
を
建
て

る
な
ど
の
有
効
利
用

を
せ

ず
に
保
有
し
て
い

る
個
人

お
よ
び
法
人

③
前
記
①
②
以
外

で

、
昭
和
5
7年
４
月
１
日
か
ら

手数料･保険料･各種税

平
成
２
年
１
月
１
日
ま
で
の
間

に
、
市
街
化
区
域
内
に
三
百
三

十
平
方
㍍
以
上
の
一
団
の
土
地

（
昭
和
6
3
年
３
月
3
1
日
ま
で
の
間

に
取
得
し
た
土
地
に
つ
い
て

は
、
五
百
平
方
㍍
以
上
）
を
取

得
し
て
い
て

、
平
成
４

年
１
月

１
日
現
在
、
住
宅
を
建
て
る
な

ど
の
有
効
利
用
を
せ
ず
に
保
有

し
て
い
る
個
人
お
よ
び
法
人

税
額
土
地
取
得
価
額
に
、
１
・
４

％

を
乗
じ
た
額
か
ら

、
固
定

資
産
税
相
当
額
を
控
除
し
た
額

申
告
納
付
期
限
６
月
１
日

税
制
課
諸
税
係

納

期

を

守

り

ま

し

よ

う

軽
自
動
車
税
・

６

月
１
日

事

業
所

税
…
３

月
決
算
の

法
人
と

３

月
中
に

事
業
所
用
家
屋
を
新
・
増

築
し
た

建
築
主
は

、
５
月
が
申
告
納

付
月
で

す
。

国
民
年
金

保
険
料
…
５
月
分

市
税
の
収
納
は
、
５
月
2
4日

も
市

役
所
収
納
課
と
各
支
所
で

、
午
前
９

時
～
午
後
４

時
の
間
、取
り

扱
い
ま
す

安全確実な口座振替のご利用を

販
売
で

有
名
に
な
っ
た
か
た
り

商
法
。
役
所
や
公

的
機
関
が
、

訪
問
販
売
で

品
物
を
売
る
こ

と

は
あ
り
ま
せ

ん
。

あなたも狙わ
れています
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つど

消費者を守るクーリングオフ制度

「

突

然
や
っ

て

き
た

セ

ー
ル

ス

マ

ン
の

売

り

込
み

に

負

け
て

、

契

約

を
し

て
し

ま
っ

た

も
の

の

、

後

で

考

え

た

ら

必

要

な

か

っ

た

」
。

こ
ん
な
と
き
消
費
者
を
守
る

た
め
に
あ
る
の
が
、
「
ク
ー
リ
ン

グ

オ
フ

」

の

制
度

で

す

。

契

約
し

た

日

を
含

め

て

、
八

日

以
内

に

解

約

通
知

す

れ

ば

、

無

条

件
で

契

約

解

除
さ

れ

ま

す

（

内

容

証
明

郵

便
が

最

適

で
す

）
。

あ きら めな い で

消 費生 活 セン タ ー へ

解約や契約の取り 消しができる

場合もあります

わ から な い と き は 、

消費 生 活 セン タ ー へ

法律で指定さている品目や､ クー

リングオフの手続きの相談に応

じます

内容証明郵便での通知例

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

迷
わ
す
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ヘ

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
は
、

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
二
人
の
相

談
員
が
、
常
時
待
機
し
て
い
ま

す
。専
門
知
識
を
も
っ
た
相
談
員

で
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ

平
成
○
年
○
○
月
○
○
日

上
げ
ま
す
。

○
円
を
返
金
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し

商
品
は
、
お
引
き
と
り
い
た
だ
き
、
支
払
っ
た
○

な
お
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
置
い
て
い
か
れ
た

い
た
だ
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
契
約
を
解
除
さ
せ
て

契
約
を
し
ま
し
た
。

内
容
証
明
書
用
紙

て
貴
社
の
商
品
（
○
○
）
○
○
個
を
購
入
す
る

の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
訪
問
を
受
け
自
宅
に
お
い

私
は
去
る
平
成
○
年
○
○
月
○
○
日
、
貴
社

代
表
取
締
役
○
○
○
○
殿

○
○
○
○
株
式
会
社

○
○
県
○
○
市
○
○
町
○
○
番
地

被
通
知
人

○
○
○
○
（
氏
名
印
）

千
葉
県
松
戸
市
○
○
町
○
○
番
地

○
○
○
の
契
約
解
除
に
つ
い
て

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

図
書
・
6
1
㍉
映
画
・
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
な
ど
の
、
各
種
資
料
も
そ

ろ
え
て
い
ま
す
。
ご
利
用

く
だ

さ
い

。

①用紙は文房具店などで市販されています。

②複写で３部作成します。

③印鑑は認め印でかまいません。

④郵便局で証明を受けてから封筒に入れて投函します。

都

市

計

画

変

更

案

の

縦

覧

内
容
松
戸
都
市
計
画
駐
車
場

の
変
更
案
（
五
香
駅
東
口
第
三
・

西

口

第

二

自
転

車

駐

車
場

）

縦
覧

期

間
５

月
2
0
日

～

６

月

３

日
　

縦
覧

場

所

安
全

課

安

全

課

安
全

係

松
戸
市

音
楽

協
会

が
設

立

松
戸

市
の
音
楽
文
化
の
高
揚

と
、
音
楽
活
動
の
充
実
を
図
る

た
め
、
市
内
の
五
十
団
体
以

上

が
集
ま

り
、
「
松
戸

市
音
楽

協

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
演
奏
会
開
催
・
演

奏
派
遣
・
鑑
賞
会
員
募
集
・
各

種
入
場
券
取
り
扱
い
・
機
関
紙

の
発
行

な
ど
　

組
織
内
容
器
楽

連
盟
、
合
唱
連
盟
、
和
洋
楽
連

盟高
橋
　
6
8
-
2
7
1
4
番

戦
跡
慰
霊

巡

拝

対
象
①
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行

う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺

族
（
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄

弟
姉
妹
）

②
健
康
状
態
の
良
好

な
七
十
五
歳
以
下
の
人
　

補
助

金
国
・
県
か
ら
経
費
の
三
分
の

一
が
交
付
さ
れ
ま
す
　
実
施
時

期
な
ど
下
表

所
定
の
様
式
に

、
医

師
の
証

明
書
等
を
添
付
し

、
市
遺
族
会

（
援
護
課
内
）
へ

地 域 実 施 時 期 概 算 経 費

旧ソ連墓参

6ヵ所

７月上旬

～９月上旬
30～35万円

中 国 ９月中旬 30万円

トラック諸島

パラオ諸島
12月上旬 30万円

フィリピン １月下旬 25万円

ビスマーク

ソロモン諸島
２月中旬 54万円

西イリアン ３月中旬 44万円

蠢
県
社
会
部
厚
生
課
昔
0
4
3

－
2
2
3
－
2
3
4
6

番

手賀沼親水広場野外コンサート

内 容 日 時 会 場 費 用

野外

コンサート

フフンサンブル

｢むげん｣

による演奏

6/14午後２時

～３時30分

手賀沼

親水広場内

青空広場

無

料

紙芝居･影絵

人形劇

｢おはなしさ

んぽみち｣

による公演

6/15（県民の日）

①正午～午後１時

②午後２時～３時

水の館

６
月
分
　
床
下
薬
剤
散
布

ノ
ミ
や
ダ
ニ
を
防
ぐ
た
め
に

行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
市
職
員
が
各
家
庭

を
回
り
床
下
の
通
風
口
か
ら
散

布
し
ま
す
。
作
業
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
の
で

、
通
風
口
の
周
り

に
物
を
置
か
な
い
よ

う
お
願
い

し
ま
す
。

生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

2
3
2
2
1
9
1
8
1
7
1
6
1
5
1
2
1
1
1
0
９ ８ ５ ４ ３ ２

６
／
１

期

日

横
須
賀
・
横
須
賀
２
丁
目
・
新
松
戸
北
１
丁
目
・
２
丁
目
・（
新
松
戸
東
）

新
松
戸
１
丁
目
・
４
丁
目
・
５
丁
目
・（
新
松
戸
２
丁
目
）

新
松
戸
６
丁
目
・
７
丁
目

南
新
松
戸
・
ゆ
う
か
り
・（
新
松
戸
３
丁
目
）

主
水
新
田
・
小
金
下
谷
・
旭
町
・
七
右
工
門
新
田

馬
橋
中
央
・
三
村
新
町

馬
橋
寿
第
１
・
第
２
・
第
３
・（
馬
橋
み
ど
り
・
新
松
戸
南
）

馬
橋
下
宿
・
馬
橋
北
・
馬
橋
坂

馬
橋
中
宿
・
馬
橋
前
田
・
馬
橋
西
・（
馬
橋
上
宿
）

馬
橋
住
吉
・
虹
の
街

ハ

ケ
崎
新
町
・
中
根

三
ケ
月
・
龍
房
台

新
作
第
１
・
第
２
・
第
３

中
和
倉
第
１
・
第
２
・
第
３

稔
台
第
８
・
第
９
・（
稔
台
第
６
）

稔
台
第
２
・
第
５
・
第
1
0・
稔
台
南
・（
稔
台
第
７
）

稔
台
第
１
・
第
３
・
第
４
・（
八
柱
造
成
地
）

散
布
会
・
自
治
会
（
　
）
は
午
後
に
実
施

僭 手賀沼 親水広場　0471-84-0555 番

※
雨
天
で

中
止
の
場
合
は

、
全
日

程
終
了
後
に

実
施
し

ま
す
。

常

盤

平

図

書

館

分

館

が

お

休

み

し

ま

す

６

月
１

日

か
ら

９

月
1
2
日

ま

で

、

常
盤

平

市

民
セ

ン

タ

ー
（
本

館

）
の

改

修
工

事
に

伴

い

、

常
盤

平

図

書

館
分

館

は

お
休

み

し

ま
す

。

常
盤

平

方
面

保

健

室
は

、常
盤

平

支

所
内
で

業
務

を

行

い

ま
す

。

常
盤
平
図
書
館
分
館
・
市
立

図
書
館
　
6
5
-
5
1
1
5
番
・

常
盤
平
方
面
保
健
室
　
8
4
-
1

3
3
3
番
・
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
8
7
-
2
5
2
9
番

市

立
図
書

館

全
館

が
休

館
に

６

月
１
日

～
1
5日

は
、

図
書
特
別
整
理
期
間
の
た
め
全

館
休
館
に
な
り
ま

す
。

市
立
図
書
館
　
6
5
-
5
1
1

5
番

松

雲
亭

が
休
亭

に

戸

定
か
丘
歴
史
公
園
内
の

松

雲
亭
は
、
７

月
1
3日

～
８

月
3
1

日

ま
で
工

事
の
た
め
休
亭

し

ま
す
。

戸
定
歴
史
館
　
6
2
-
2
0
5

0
番

特
別

養
護

老
人

ホ

ー
ム
寮

母

職

員

を
募
集

対
象
老
人
の
介
護
に
熱
意
の

あ
る
二
十
歳
～
四
十
五
歳
ま
で

の
人
　

定
員
若
干
名

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
松

寿
園
　
8
6
-
6
3
5
7
番

千

葉
県
警
察

官

募
集

募
集
人
員
男
子
警
察
官
大

卒
・
高
卒
）
約
七
十
人
　
申
込

期
間
５
月
3
0日

ま
で
　

試
験

日

第
一
次
＝
６
月
７
日

、
第

二

次
＝
７

月
上
旬
　

試
験
会
場

運
転
免
許
本
部
　
受
験
資
格
大

学
既
卒
者
・

卒
業
見
込
み
者
、

高
校
卒
業
者
な
ど
　

身
体
基
準

身
長
一
六
〇
㎝
以
上
．
胸
囲
七

八
㎝
以
上
、
体
重
四
七
㌔
以
上
、

視

力
両

眼

と

も
〇

・

六
以

上

、

色

覚
正

常

松
戸
警
察
署
警
務
課
　
6
9
-

0
1
1
0

番

市

営

住

宅

空

き

家

入

居

者

（
待
機

者
）
募

集

申
込
書
の
配
布
６
月
８
日

～
2
2日

の
間
に

、
住
宅
課
と

各
支
所
で

※
住
宅
の
種
類
、
入
居
資
格
に

つ
い
て

は
、
広
報
ま
つ

ど
６

月
５
日
号
に
掲
載
し
ま

す
。

６
月
1
5日

～
2
2日

に
直

接
住
宅
課
へ

市

役

所

内

食

堂

の

経
営

者

を
募

集

市

役
所

職
員

共
済

組
合
で

は

、
食
堂
経
営
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

経
営
場
所
市
役
所
内
地
下
食

堂
お
よ
び
十
階
喫
茶
室
　
資
格

原
則
と
し
て
市
内
在
住
ま
た
は

市

内
に

営

業
所

を
有

す
る

人

で

、
社
員
食
堂
の
経
営
経
験

が

あ
り
、
当
市
の
職
員
食
堂
を
直

営
店
と

し
て

経

営
で

き
る
こ

と

募
集
要
綱
配
布

５
月
2
2日

ま
で

、
午
前
９

時
～
午
後
４

時
3
0分
の
間
に
人

事
課
内
共
済

組
合
で
人
事
課
内
職
員
共
済
組
合

悪徳商法の手口は巧妙

で、友人や家族に指摘さ

れて初めて気付く人が多

いようです。

若い人には、もうけ話

に安易にのって、友人を

巻き込むこともあります。

世の中に、うまい話は

ないと思ってください。
相談員の塚本さん

消費生活センター苦情相談のご案内



広報まつど[6]第７８７号

な

ん

で

も

相

談

日

５
月
3
1
日
午
前
1
0
時
～
午

後
３

時
　

会

揚
伊

勢

丹

松
戸

店

相

談
内

容

生
活

上

の

こ
と

で

悩

ん

だ
り

困

っ

た
り

し
て

い

る

こ

と

何
で

も
　

相

談

担
当

弁

護
士

・

税

理
士

な

ど
　

費
用

無

料

松
戸
商
工
会
議
所
　
6
4
-
3

1
1
1

番

地

域

子

育

て

相

談

６

月

１１
一
日

午

前
1
0
時
～

午

後
３

時
3
0
分
　

会
揚

婦
人

会

館

費

用

無
料
　

内

容

子

供
の

生

活

習

慣

、
友

達

関

係
な

ど

諸
問

題

６

月

２
日

ま
で
に

、
電

話

で

千

葉

県
教

育

庁
東

葛

飾

地
方

出
張

所
・

6
1
-
2
1
1
0
番
へ

つ
く
し

バ

ザ
ー

６
月
６
日

午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
松
戸
つ
く
し
養
護
学

校
（
新
京
成
五

香
駅
東
口
下
車

徒
歩
十
二
分
、
恩
田
第
二
病
院

隣
り
）

※
６
月
４
日
ま
で
の
午
前
９

時
～
午
後
２
時
の
間
、
日
用

雑
貨
・
食
料
品
・
衣
類
な
ど

の

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
県
立
松
戸
つ
く
し
養
護
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
　

8
4
-
2
3
2
5
番
（
午
前
９
時

～

午
後
２
時
）チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

文
学
散
歩
「
伊
藤
左
千
夫
の

ふ

る

さ

と

を

訪

ね

て

」

６

月
４

日

午

前
８

時
4
5
分

市

立

図

書
館

本
館

前

集

合

（
午

後
５

時
帰

着

予

定

）
　
　
行

き

先

成

東

町
　

費
用
百

円
　

定

員
三

十

人
　

交
通

バ
ス

使
用

５
月
2
7
日
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
〒

2
7
1
松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇
松
戸

市
立
図
書
館
(
6
5
-
5
1
1

5
番

）
へ
（
応

募

多

数
の

場

合

は

抽
選

）

松
戸
青
年
会
議
所
2
5周
年

記
念
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト

保

健

衛

生

歯
の

健
康

チ
ェ

ッ

ク

日時 ６月６日 午後1時30分～3時

会場 衛生会館３階 衛生会館２階

対象 どなたでも
就学前の

心身障害児

費用 無料

※ご 来場の 方に歯ブラ シを差し上げ ま

す。車でのご 来場はご 遠慮く ださい。

※
６
月
４
日
～
1
0日
は
歯
の

衛

生
週
間
で

す
。

黷
健
康
管
理
課
保
健
計
画
係

式
根

鳥
へ

の
旅

①
６
月
1
9日

～
2
1日

夜

行
一
泊

②
６

月
1
9日

～
2
2日

夜
行
二
泊
　

集
合
①
・
②
と

も
６
月
1
9日

午
後
９

時
に
竹

芝
桟
橋
待
合
所
　

費
用
①
一
万

八
千
五
百
円
②
二
万
六
千
五
百

円
　
定
員
①
・

②
合
わ
せ
て
先

着
三
十
人

松
戸
工
業
連
合
会
・
上
野
　

6
3
-
４
３
７
４
番

第21回稔台文化祭(会場＝稔台市民センター)

麻
し

ん
予

防
接

種

対
象
　

生
後
十
二
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満
　

申
し
込
み
を
す

る
人
麻
し
ん
の
予

防
接
種
を
受

け
て
い

な
い
人
で

、
問
診
票
を

持
っ
て
い
な
い
人
　

申
し
込
ま

な
く
て
よ
い
人
平
成
３

年
４
月

野

鳥

観

察

会

（
高

尾

山

）

５
月
2
4
日
午
前
６
時
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後

２

時

現
地

解

散
予

定
　

場
所

高

尾

山
　

費

用

無
料

（

交

通
費

自

己

負
担

）
　
　
持
ち

物

筆

記
用

具

・
昼
食
　
主
な
野
鳥
オ
オ
ル
リ
・

キ

ビ
タ

キ

な
ど

の

夏

鳥

当

日

集

合

場
所

で

(
財
)
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基

金

（
市

役

所
内

）

展 示

内 容 期 間 時 間

書道

盆 栽
5/23

・24

午前９時

～ 午後５時

※最終日 は

午 後４ 時まで

油 絵

水 彩 画

版 画

水 墨 画

か な 書 道

5/26

～31)

生 け 花

児童画

5/30

・31

催 し 物

１
日
～
５
月
1
1
日
生
ま
れ
の
人

に
は
６
月
上
旬
に
直
接
問

診
票

を
送
り
ま
す
。
４

月
１
日
以
降

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
は
、

必
ず
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｍ

Ｍ
Ｒ
（
麻

し
ん
・
お

た
ふ

く

か
ぜ
・
風

し

ん
）
、

お
た

ふ
く

か
ぜ
予

防
接

種
（
希

望
接

種
）

対
象
生
後
十
八
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満
　
申
し
込
み
を
す

る
人
①
Ｍ
Ｍ
Ｒ
＝
麻
し
ん
未
接

種
者
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
接
種
を
希

望
し
、
問
診
票
を
持
っ
て
い

な

松
戸

宮

城
県

人
会
発

会
式

６

月
1
4日

午
後
２
時
か
ら

会
揚
嵯
久
良
家
（
常
盤
平

さ
く

ら
通
り
）
　
　会
費
五
千
円

世
話
人
代
表
・
菊
地
　
9
2
-

3
1
5
6

番
（
呼
び
出
し
）

４
Ｈ

ク

ラ
ブ
野

菜
即

売
会

５

月
3
0日

午
前
９
時
か
ら

会
揚
五
香
農
協
前

椿
　
4
3
-
9
0
1
1
番

内 容 期 日 時 間

日 本 舞 踊 発 表 会 5/23 午後1 時～ ５時

芸 能 発 表 会 5/24
午前10時

～ 午後４ 時30分

俳 句 大 会

※会費1,000 円
5/30 正午～ 午後６時

囲 碁 大 会

※会費1,000 円

昼食 付き

5/31

午前９時30 分

～ 午後６時

茶 道 お 点 前
午前10時

～ 午後３時

社交ダ ンスのタペ 午後６ 時～９時

[ 豊田　64-5702 番

市
立
病
院
神
経
内
科
外
来
　

6
3
-
２
１
７
１
内
線
１
１
３
２

番

あずま屋やベンチのある休憩施設です
※京成バス｢下矢切｣停留所下車徒歩30分

蠢
松
戸

青
年
会
議
所
コ
ン
サ
ー

ト
事
務
局
・
苡

宍－
0
2
3
4

番

催
し

物

春
の

陶
芸

一
日

教
室

５
月
2
5
日
、
午
前
の
部
＝

午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
、

午
後
の
部
＝
午
後
２
時
～
４

時

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
方
一
回

会
揚
陶
松
（
市
立
病
院
裏
）
　
費

用
五
百
円
（
陶
土
、
焼
き
代
別
）

定
貫
十
二
人

小
堀
　
6
8
-
7
7
2
6
番

劇
団

俳
協
ミ

ュ

ー

ジ
カ
ル

「
船

乗

り
ク
プ

ク

プ
の
冒

険
」

６
月
1
3日
　

開
演
午
後
３

時
・
午
後
６

時
　
会
揚
市
民
会

館
　
費
用
五
百
円

馬
橋
学
童
保
育
所
・
桂
川
　

4
4
-
９
６
８
１
番

松
戸
青

年

フ
ォ

ー
ク
ダ

ン
ス

協
会

創
立
十

周
年

記
念

パ

ー

テ
ィ

ー

５
月
3
1日

午
前
1
0時
3
0分

～
午
後
３

時
3
0分
　

会
揚
小
金

原
体
育
館
　

費
用
五
百
円

※
一
般
の
人
の
参
加
可

望
月
　
6
5
-
7
1
2
2
番

期 日 時 間 内　 容 会 場 費 用 龕　 考

5/31

正午～
午後４時

環境ｨﾍﾟﾝﾄ

運動公園 無 料

空き缶３個以上持参の子ど

もにはバッジ
や下敷きをプ
レゼント

午後
４時30分

～7時

KATSUMI
コンサート

運動公園
体 育 館

指定席
4,000円

立ち見
3,500円

※入場者は空
き缶1 個持

参してくだ
さい

い
人

②
お
た
ふ
く
か
ぜ
＝
麻
し

ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
で

、

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
単
独
接
種
を

希
望
し

、
問
診
票
を
持
っ
て
い

な
い
人

。

※
お
た
ふ

く
か

ぜ
に
か
か

っ
た

こ
と
の
あ
る
人
、
感
染
の
疑

い
の
あ
る
人
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の

予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

市

立
病

院
休

診
の

お
知

ら
せ

５

月
2
0日

～
2
2日

の
神

経
内
科
外
来
は
、
医
師
が
学
会

出
席
の
た
め
、
休
診
に
な
り
ま

す
。
※
５

月
2
3日

は
通
常
の
休
診

日
で

す
。

健
康
管
理
課
業
務
係

日 時 会 場 時 間 主 催

5/30

伊勢丹
松戸店

前

午前10時

～午後４時

松戸･松戸

東･松戸中

央･松戸西
ロータリ

ークラブ

愛
の
献
血

コ
ラ
ム
「
い
い
と
こ
見
つ

け
た
」

は

、
市
内
で

自

然
と

ふ

れ

あ
え

る
場
所

を
皆

さ
ん

に

紹
介

し
て

い
た

だ

く
コ

ー

ナ

ー
で

す

。

身
近
な
ち
よ
っ
と
す
て
き

な
場
所

を

、
広
報

課
ま
で

お

知
ら
せ

く
だ

さ
い

。

江戸川堤にある「川の一里塚」です。

市のジャガイモオーナー制度の畑がす

ぐ近くなので、ちよくちよく来ています。

さえぎるものが何もない360 度のなが

めは、矢切の斜面林や松戸駅付近、また

東京の街並みに浮かぶ富士山などが見渡

せて格別です。

矢切の渡しを訪れた人や、江戸川堤を

散歩する人の良い憩いの場になると思い

ます。

新
松
戸

高
井

憲
四
さ
ん

下 矢 切

江戸川堤のオアシス・川の一里塚
いいとこ

見つけた



1992 年(平成４年)５月２０日[7]広報ま

つど
ご参加ください　情報

サ
ー
ク
ル

松
戸

勤
労

社
交
ダ

ン

ス
サ

ー

ク
ル

・
日
曜

会

毎
週
日
曜
日

、
午
後
６

時
～

９

時
　

会
揚
勤
労
会
館
　

費
用

月
二
千
円
（
入

会
金
千
円
）

岩
佐
　
8
8
-
1
6
2
6
番

杉
の

子
太

鼓

毎
週
日
曜
日

、
午
前
８

時
3
0

分
～
正
午
　

会
場
八
柱
門
前
町

会
会
館
　

費
用
月

千

五

百

円

（
入
会
金
五
千
円
）

野
呂
　
8
8
-
1
6
2
6
番

活
け
花

サ

ー
ク
ル

・

さ
く
ら

会
毎
週
金
曜
日
（
月
三
回
）
、
午

前
1
0時
～
午
後
１
時
　

会
場
常

盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月

四
千
円
（
入

会
金
な
し

）

川
本
　
8
5
-
5
3
8
0
番

二
十
世

紀

が
丘
ヨ

ガ
体

操
サ

ー
ク
ル
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
８

時
3
0分
、
土
曜
日
午
前
９
時
3
0

分
～
午
後
Ｏ
時
4
5分
　
会
場
二

十

世

紀

が
丘

市

民
セ

ン

タ
ー

費

用

月
三

千

円
（
入

会
金

千
円

）

渡

辺
　
6
1
　
1
9
8
7

番

た
ん

ぽ

ぽ
会

（
児

童
画

）

毎
週
①
火
曜
日
②
木
曜
日
③

金
曜
日
、
午
後
３

時
～
６
時

会
場
①
六
実
市
民
セ
ン

タ
ー
②

八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー
③
二
十
世

紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

鈴
木
　
6
1
-
5
2
0
7
番

会
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま

た
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
南

花
園
」
　

対
象
市
内
在
住
の
人

定
員
先
着
三

十
人
　

費
用

無
料

期　日 内　　容 時　問

6/15)

開講式

ボランティアの
心（ボランティ
アを始めるにあ
たって）

午後

１時30分

～３時30分

16

車いすの扱い方

ガイドヘルプに
ついて

午後

１時30分

～３時30分

17

老人の介護につ

いて

施設が期待する
ボランティア

午後
１時30分

～３時30分

18

19

特別養護老人ホ

ーム「南花園」
体験学習

午前10時

～午後３時

20

福祉映画

社会福祉協議会
について

閉講式

午前10時

～ 正午

家
庭

教
育

学
級

講
演

会

５
月
2
9日

午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
市
民
会
館
　
内
容
今

家
庭
を
考
え

る
　
講
師
聖
心
女

子
大
学
名
誉

教
授
・
岡
宏
子
氏

社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人
係

6
6
-
7
4
6
2
番

「
美
を

語

る
」

講
演

と

ス
ラ

イ

ド
の

会

５
月
2
8
日
午
後
２
時
～
３

時
3
0
分
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル

内
容
彫
刻
の

製
作
に
つ
い
て

講
師
日
本
彫

刻
会
会
員
・
小
比

賀
強
氏
　

定
員
先
着
三
十
人

電
話
で
文
化
ホ
ー
ル
　
6
7
-
７
８

１
０
番
へ

ス
ポ
ー
ツ

ク

ラ
ブ
対

抗
戦

バ

ド
ミ

ン
ト

ン
大

会

①
６

月
1
4日

・
2
8日

②

６
月
2
1日

、
午
前
９
時
～
午

後
５

時
　
会
場
①
小
金
原
体
育

館
②
運
動
公
園
体
育
館
　

種
目

団
体
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
）
　
費
用
一

ク
ラ
ブ
三
千
円

５

月
3
1日

午
後
２

時
か
ら

運
動
公
園
体
育
館
会
議
室
で
行

わ
れ
る
代
表
者
会
議
で

松
戸
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

・
長
谷
川
　
4
1
-
7
9
2
5
番

健

康

体

操

教

室

（

リ

ズ

ム

体

操

）６
月
1
6
日
～
７
月
1
6
日
の
毎

週
火
・
木
曜
日
（
全
十
回
）
、
午
前

９
時
3
0
分
９
時
3
0
分
か
ら
１
１
時
　
会
揚
常
盤

平

体

育

館
　

対

象

市

内

在
住

・

在

勤
の

女
性
　

定

員

先

着
五

十

新

社
会

人
の

た
め

の
講

座

６
月
２
日
～
７
月
2
1
日
の
毎

週
火
曜
日
、
午
後
７
時
～
９
時

会
揚
婦
人
会
館
　
内
容
仕
事
と

人
間
関
係
、
感
性
を
磨
く
、
話

し
方
と
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
実
習
ほ

か
　
講
師
日
本
Ｈ
Ｒ
研
究
会
・

田
村
隆
昌
氏
、
女
優
・
西
宮
小

夜
子
氏
　
対
象
市
内
在
住
・
在

勤
の
人
　
定
員
先
着
二
十
人

電
話
で
、
婦
人
会
館
　
6
8
-

5
7
7
0

番
へ

お
母

さ
ん
の

た
め

の

お
は
な

し

教
育

集
中

講
座

６

月
４
日

午
前
1
0時
～
正

講
座
・
講
演

家
庭
看
護
教
室

対
象
家
庭
に
お
年
寄
り
や
病

人
の
い
る
人
、
将
来
の
た
め
に

家
庭
看
護
を
勉
強
し
た
い
人

定
員
先
着
二
十
人
（
男
性
歓
迎
）

５
月
2
3
日
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
参
加
動
機
を
記
入

し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
松

戸
保
健
所
保
健
指
導
課
家
庭
看

護
教
室
担
当
（
6
1
-
2
1
2

1
番
）
へ

期 日 時 間 内 容 会場

5/2

午後1 時

～4 時

ｵﾘｴｰﾃｰｼﾖﾝ

高齢化社会を迎えて

家庭看護の心構え

松

戸

保
健
所6/6 家庭看護の実際

12
午前9 時

3吩 ～

午後3 時

特別養護老人ホー

ム「緑風圜」の見

学実習

緑風

圜

19
午後1 時

～4 時
家庭看護の実際

松

戸

保

健

所

2

午前９時

30分～
午後1時
30分

高齢者の栄養と食事

調理実習と会食

実年期の過ごし方

7/3
午後1 時

～4 時

福祉制度･虹の会(自

立ｻｰﾜﾙ) の紹介

座談会

人

費
用
二
千
円

電
話
で

、
ま
た
は
当
日

会
場

で

健
康
体
操
連
盟
・
斉
藤
　
8
7
-

5
2
8
2

番

婦

人

体

操

教

室

５

月
2
9
日
～

７

月
3
1
日

の

毎

週

金
曜

日

、

午

前
1
0
時
～

１１

時
3
0

分
　

会

場
六

実
市

民

セ
ン

タ

ー
　
定
員
先
着
三
十
人
　
費
用

無
料直
接
ま
た
は
電
話
で
、
ス
ポ

ー
ツ
課
・
6
3
-
9
2
4
1
番
（
運

動
公
園
内
）
へ

新

体
操

講
習

会

５
月
2
3日

午
後
５

時
～
７

時
　
会
場
常
盤
平
体
育
館
　
対

象
小
・
中
学
生
　

費
用

無
料

電
話
で
、
体
操
協
会
・
大
門
　

8
6
-
4
4
3
4
番
へ

午
　

会
揚
青
少
年
会
館
集
会
室

講
師
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
事

業
局
長
・
浜
島
代
志
子

氏
　
内

容
絵
本
の
見
せ
方
・
語
り
方

短
い
お
は
な
し
の
語
り
方
、
子

育
て
の
中
で
の
お
は
な
し
の
生

か
し

方
な
ど
　
対
象
母
親
・
七

十
人
　

費
用
テ
キ
ス

ト
代
九
百

六
円保
育
（
二
歳
以
上
・
先
着
十

人
・
費
用
百
円
）
あ
り
ま
す
。

５
月
3
0
日
ま
で
に
、
電
話

で
(
財
)
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
　

4
4
-
3
0
3
7
番
（
日
・
月
曜

日
を
除
く
）
へ

食
生
活
講
座

-
食
生
活
を
も
う
一
度
た
し

か
め
て
み
ま
せ
ん
か
-

期日日 時 間 内 容 費用 定員 会場

5/29 午前10時
～正午
健康と食生活について（講話）

無

料 先着15人

六実

市
民
セ
ン
ター

6/5

午前10時
Ｓ

午後
１時3吩

（講話）あなたの食事量は大丈夫？
-自分の適量を知ろう-

（調理実習）主婦の１食分

12
（講話）成人病を予防しよう

（調理実習）野菜をいっぱい食べよう

19
（講話）年代別の食事のとり方

（調理実習）カルシウムを上手にとろう

電
話
で
、
健
康
管
理
課
常
盤

平
方
面
保
健
室
　
8
4
-
1
3
3

3
番
へ

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

機
器

操
作
講

習
会５

月
3
0日

午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館
　
対

象
高
校
生

以
上
の
男
女
先
着
二
十
人
（
三

十
歳
未
満
の
青
少
年
優
先
）

費
用
無
料

電
話
で
、
青
少
年
会
館
本
館

4
4
-
8
5
5
6
番
へ

譲

り

ま

す

【
家
具
】
◆
リ
ビ
ン
グ
テ
ー
ブ

ル
ー
万
円
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド
無
料
二
点
◆
レ
ザ
ー
一
人

掛
け
い
す
無
料
◆
応
接
七
点

セ
ッ
卜
無
料
◆
二
段
べ
ッ
ド

五
百
円
◆
ハ
イ
ベ
ッ
ド
ハ
千

円

◆

ガ
ラ

ス

テ

ー

ブ
ル

無

料

◆
カ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
ニ
個
無

料【
電
気
製
品
】
◆
へ
ッ
ド
ホ
ン

ス
テ
レ
オ
七
千
円
◆
日
焼
け

マ
シ
ー
ン
五
千
円
◆
高
周
波

脱
毛
器
五
千
円
◆
二
槽
式
洗

濯

機
三

千

円

【
子
供
用
品
】
◆
ベ
ビ
ー
力
ー

無
料
・
八
千
円
◆
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
無
料
・
四
千
円
◆

ベ
ビ
ー
バ
ス
無
料
二
点
◆
ベ

ビ
ー
ラ
ッ
ク
無
料

音
楽

の
広

場

（
合
唱

講
座

）

５
月
2
6日

午
後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　
会
場
市
民
会
館

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
　

6
6
-
7
4
0
2
番

【
ス
ポ
ー
ツ
・
楽
器
】
◆
室
内

用
運
動
自
転
車
一
万
円
◆
エ

レ
ク
ト
ー
ン
無
料
◆
電
子
オ

ル
ガ
ン
八
千
円

【
日
用
雑
貨
】
◆
リ
ュ
ッ
ク
サ

ッ
ク
二
千
円
◆
お
む
つ
用
二

槽
バ
ケ
ツ
無
料
◆
デ
ッ
サ
ン

用
石
こ
う
無
料
◆
安
全
靴
（
新

盆

養

菊

植

え

込

み

講

習

会

５
月
2
4
日
午
後
２
時
～
４

時
　

会
揚

市
民

会

館

料

理
教

室

費
用

無

料
　

内

容

盆

養

菊
三

本

立
て

の

小

苗

植
え

込

み

実

技

君
島
　
8
7
-
1
4
5
0
番

対

象
市
内
在
住
在
勤
の
女
性

定
員
先
着
五
十
人
〔
保
育
（
二

歳
以
上
八
人
ま
で
）
あ
り
〕

日 時 内 容 講 師 会場

5/29

午前

10時

～正午

オリエンテーション

生活を見つめ直す眼

新宿教育心理開発
研究所長
柿本 勇氏

婦

人

会

館

6/5
情報化社会と私たち

の生活

流通経済大学社会
学部長
渡邊 博史氏

1
今、女性の生活を見

直す

流通経済大学非常
勤講師
山村 直子氏

1
9

自分の生活をチェッ

クする

①生活リフレッシュ

のためのテーマの

発見

②調査のしかた

③結果の整理

流通経済大学社会
学部長

渡邊 博史氏

26

7/2

９

17 まとめ、懇談

24 豊がな人生のために

品
)
二
十
五
・
五
㌢
二
千
円

◆
ミ
シ
ン

無
料
◆
旅
行
か

ば

ん
一
万

円
◆
百
科
事
典
二
十

三
巻
三
千
円
◆
人
形

ガ
ラ
ス

ケ
Ｉ
ス
（
Ｈ
五
十
六
Ｗ
八
十

七
Ｄ
五
十
一
㌢
）
無
料
・
同

（
Ｈ
八
十
一
Ｗ
五
十
二
Ｄ
四

十
七
㌢
）
無
料

救急医療体制

ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
(
1

枚
に
一
点
）
　
・
価
格
・
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
（
昼
間

の
連
絡
先
）
を
明
記
し
て
、

５
月
2
5
日
〔
当
日
消
印
有

効
〕
ま
で
に
、
〒
2
7
1
松
戸
市

根
本
三
八
七
-
五
松
戸
市
役

所
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

へ※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選
者
に

電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○
次

回
掲

載
分

の

申

し
込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は

５

月
2
5日

ま
で
に

、
電
話

で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で
す
。

食
料
品
、
衣
料
品
、
自
転
車

は
扱
い
ま
せ
ん
。

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレ ホンサービ ス……………………66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………65-3430 番

電
話
で
、
婦
人
会
館
　
6
4
-

8
7
7
8

番
へ

「
豊
か
に
生
き
る
こ
と
を
学
ぶ
-
生
活
を
み
つ

め
直
す
眼
」

電
話
で
、
５
月
2
1
日
～
2
8

日
の
間
に
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
6
8
-
0
5
0
3
番
へ

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教
室

不用品情報
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松戸で初めての商店街振興組合誕生
サンロード五香商店街

さ
つ
き
晴
れ
の
一
日

新京成五香駅西口の駅前商店街

が、「サンロ ード 五香商店街振興組

合（組合員90 人）」の名称で、４月27

日にスタート しました。

この商店街は、常盤平団地の新

規入居がほぼ終わった、昭和35年12

月から「五香駅前商店街」とし

て始まりました。

以来､地域とともに発展を続けア

ーケード の設置や歩道をカラー

舗装にするなど、「愛さ れる商店

街」への努力を一貫して行ってき

ました。

商店街振興組合口は、国・県の

制度を利用し、商店街の振興とと

もに、地域環境の整備改善がしや

すくなるメリツド ガあります。

これにより、より一層の消費者

サービ スの向上が期待されます。

活気ある商店街です

代
表
理
事
岸
本
輝
彦

さ
ん

今年で19回目を迎えた「こども祭」が、５月３日に運動公園で行

われました。

猿回しやあめ細工など、昔懐かしい大道芸や、お父さんお母さん

の腕の見せどころの竹細工など楽しいコーナーがいっぱい。

ゴールデンウイークの１日を約６万人の家族連れなどが、笑顔で

過ごしました。

め
さ
せ
！
ち
び
つ
子
横
綱

スナップショット

地
域
の
人
た
ち
や
先
輩
た
ち

の
長
い
間
の
努
力
が
実
り
、
法

人
の
振
興
組
合
を
設
立
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
発
展
と
お
客
様
を
第

一
に
考
え
、
商
店
街
の

整
備
を

進
め
て

い
き

た
い

と
思
い

ま

す
。

好天に恵まれた４月29日

に、運動公園内にある相撲

場で土俵開きが行われまし

た。

今年は、土俵の上にりっ

ぱな櫓（やぐら）が完成し、

雰囲気も最高。

松ケ根親方（元大関・若

島津）による相撲の解説や、

お弟子さんの力士たちによ

るちぴつ子の指導相撲に

訪れた人たちも大満足の様

子でした。力いっぱい挑戦しました

ま
つ
ど
文
学
散
歩
 
3
8

紀
行
文
に
描

か
れ
た
松
戸

中
村
国
香
『
金
ヶ
さ
く
紀
行
』
・
友
田
次
寛
『
小
金
紀
行
』

水
戸
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
の
松
戸
や

小
金
、
江
戸
川
水
運
の
河
岸
と
し
て
の
松

戸
な
ど
が
、
上
り
下
り
す
る
旅
人
た
ち
に

よ
っ
て
紀
行
文
や
地
誌
と
し
て
、
か
な
り

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ

れ
ら
に
は
、
当
時
の
町
並
み

、
人
情
、

道
中
の
様
子
な
ど
が
描
写
さ
れ
て
い
て

、

大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

松
戸
市
史
中
巻
に
は
、
多
く
の
紀
行
文

や
地
誌
の
さ
わ
り
の
部
分
が
集
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
主
な
も
の
二
編
を
紹
介
し
ま
す
。

■
中
村
国
香
『
金
ヶ
さ
く
紀
行
』

『
金
ヶ
さ
く
紀
行
』
は
、
一
七
六
五
年

に

、
上
総
国
夷
隅
郡
長
者
村
の
里
正

（
村

長
）
中
村
国
香
が
、
小
金
牧
の
う
ち
の

中

野
牧
に
あ
る
金
ヶ
作
に
牧
馬
払
い
下

げ
の

用
務
で
赴
い
た
と
き
の
紀
行
文
で
、
松
戸

や
国
府
台
な
ど
の
名
勝
を
訪
ね
、
情
景
を

記
述
し
て
い
ま
す
。

一
、
船
橋
よ
り

金
ヶ
さ
く
迄
行
程
四
里
、

直
に
西
に
面
せ
り
。
然
れ
ど
も
、
山
中

迂

曲
に
し
て

、
ほ
ぼ
北
に
赴
く
や
う
な

り

。

（
中
略
）

一
、
牧
師
の

居
処
は
日
暮
と
い
ふ
地
な
り
。

今も残る小金宿の旅籠（はたご）「玉屋」

左
右
は
谿
に
し
て
村
里
を
な
す
。
金
ヶ

さ
く
は
此
の
地
の
新
田

な
り
と
。
西
の

方
は
松
戸
・
市
川
な
ど
の

交
り
見
ゆ
。

一
、
金

ケ
さ
く
よ
り
富
士
は
正
面
な
り
。

一
、
金
ヶ
さ
く
よ
り
西
南
、
東
武
日
本
橋

へ
六
里
。
西
、
松
戸
ヘ
１
里
。
千
住
へ

四
里
。
東
、
桜
へ
八
里
。
木
下
へ
六
里
。

一
、
金

ケ
さ
く
よ
り
松
戸
へ
行
程
一
里
。

木
の
根
・
根
本
な
ど
と
云
ふ
地
を
経
て

松
戸
に
至
る
。

■
友
田

次
寛
『
小
金
紀
行
』
二

八
四

一
年
）

作
者
の
友
田

次
寛
は
、
ど
ん
な
人
物
で

あ
っ
た
か
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
が
、
現
在

の
流
山
市
名
都
借
（
八
木
村
）
を
領
し
て

い
た
旗
本
小
川
新
九
郎
の
用
人
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
紀
行
文
は
、
小
金
野
の
ほ
と
り
諏

訪
社
を
参
拝
し
た
時
の
も
の
で
小
金
、
馬

橋
、
松
戸
宿
の
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ

を
過
ぐ
れ
は
則
ち
小
金
宿
な
り
。

人
家
三
百
戸
あ
り
と
い
ふ
。

（
中
略
）

宿
を
過
ぎ
、
上
総
内
・
ニ
ツ
木

村
な
ど

過
ぎ
、
道
を
西
南
に
と
り
て
、
し

ば
し
ば

屈
曲
し
つ
つ
行
け
ば
、
下
る
坂
あ
り
。
上

る
坂
あ
り
。
東
に
曲
り
、
南
行
す
る
こ

と

四
五
町
に
し
て
一
里
塚
あ
り
。
こ
こ

に
山

を
切
り
抜
き
て
下

る
坂
あ
り
。
右
は
水
戸

街
道
、
左
は
八
ヶ
崎
村
な
り
。
坂
を
下
り

、

西
に
聊
か

折
れ
て

行
け
ば
、
馬
橋
村
に
出

づ
。
万

満
寺
は
禅
刹
に
し
て
、
寺
料
七
拾

石
、
御
軍
役
御
免
の

御
朱
印
あ
り
と
い
ふ

。

こ
こ
よ

り
利
根
川
に
添
ひ
て
南
行

す
る
こ

と
二
十
七
八
町
、
新
作
村
、
上
本
郷
村
な

ど
過
ぎ
て
松
戸
宿
に
出
づ
。

（
市
立
図
書
館
）

カツコウ

上面が青灰色の翼に長めの尾

白い腹部に黒く細い横じま

全長　　　　　　　　　35cm

翼開長　　　　　　　　61㎝

見られる場所…林やその周辺

初夏を代表するのどかな鳴き声で、だれも

がよく知っている夏鳥です。

オオヨシキリやモズなどの巣に卵を産み、

ひなを育ててもらうことで知られています

が、市内でこれらの小鳥がほとんど営巣しな

くなったため、カッコウも毎年５月20日ごろ

に２、３日声を聞くことができるだけで、通

過していってしまいます。

数年前、夏ごろまで数羽の声が聞かれ、オ

ナガに託卵したと思われましたが、確認はで

きませんでした。

云
場
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
、

ふ
れ
あ
い
が
あ
り
ま
し
た

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せください。採用の方に

は記念品を差し上げます。　

広報課

7松 戸ダ

Ｊ 皀
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